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20年ぶりに子どもに関わる 

 

 広島市児童館労組/児童館指導員 

 

 子どもに関わる仕事に、

20年ぶりに再び就きたいと

思い、転職しました。 

 まずは1年を目標に、目の

前の課題を着実にこなしてい

きたい。 

 明るい性格で、人と話すの

が好きなので、気軽に声をか

けてください。 

 趣味はソフトボール、映画

鑑賞、読書、音楽等です。 

多くの学びで自分の成長に 

 

広島市社会福祉事業団労組/支援員 

 

 学生時代に福祉を学び、

様々な人と関わった経験か

ら、生活介護を通して「その

人なりの自立」を支援する仕

事を選びました。  

 自己研鑽のためにも多くの

研修に参加し、多くの学びを

経て、自分の成長につなげた

い。 

 いつでも笑顔を大切にし、

職場がもっと笑顔であふれる

ようがんばります。 

 広島自治労連は、4月以降組合

加入が続いています。新しい仲

間がどんなひとたちなのか、少

しだけ紹介します。 

 

６
月
３
日
（
土
）
～
４
日

（
日
）
神

奈
川
県

で
「
第

31
回
パ
ー
ト
・
派
遣
な
ど

非
正
規
で
は
た
ら
く
な
か
ま

の
全
国
交
流
集
会
ｉ
ｎ
神
奈

川
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

広
島
か
ら
は
現
地
会
場
に
２

名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
４

名
、
計
６

名
が
参
加

し

ま

し

た
。 

 

 

１
日
目
の
メ
イ
ン
は
「
多

様
な
働
き
方
」
の
実
態
～
み

ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
～
と

題
し
て
、
非
正
規
公
務
員
・

非
正
規
職
員
・
外
国
人
の
移

住
労
働
者
・
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
代

表

す

る

方

が

参

加

し
、

「
様
々
な
働
き
方
」
の
実
態

や
課
題
に
つ
い
て
討
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

２
日
目
は

15

の
分
科

会
・
講
座
が
開
催
さ
れ
、

「
多
様
な
働
き
方
」
の
実
態

～
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う

～
で
は
、
非
正
規
頼
り
の
現

場
、
無
期
転
換
前
の
雇
止

め
、
パ
ワ
ハ
ラ
等
が
行
わ
れ

て
い
る
現
状
が
挙
げ
ら
れ
、

打
開
す
る
た
め
に
は
仲
間
が

よ
り
対
話
し
、
団
結
し
て
要

求
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
が
語
ら
れ
る
な
ど
、

参
加
者
間
で
充
実
し
た
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
集
会
の
成
功
を
契

機
に
パ
ー
ト
・
非
正
規
で
は

た
ら
く
仲
間
を
支
え
る
運
動

を
よ
り
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。 

仲
間
と
の
対
話
、
団
結

し
て
要
求
実
現
を 

「
多
様
な
働
き
方
」
の

討
論 

写真上：シンポジウ

ムのパネラーのみな

さん 

写真下：参加者メッ

セージ 

●
○
●  

広
島
自
治
労
連
・
中
央
委
員
会
開
催
！ 

○
●
○ 

 

広
島
自
治
労
連
は
、
６
月

22

日
（
木
）
に
ロ
ー
ド
ビ
ル
で
第

67
回
中
央
委
員
会
を
オ
ン
ラ
イ

ン
併
用
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

中
央
委
員
は
会
場
参
加
６
名
、

オ
ン
ラ
イ
ン

25
名
の
合
計

31
名

と
傍
聴
１
名
が
出
席
し
成
立
し
ま

し
た
。 

 

浜
崎
書
記
長
が
当
面
の
重
点
課

題
と
取
り
組
み
と
し
て
「
職
場
・

地
域
に
立
脚
し
た
憲
法
と
平
和
を

守
る
取
り
組
み
」
「
い
の
ち
と
く

ら
し
を
守
れ
る
社
会
保
障
制
度
の

拡
充
」
「
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
賃
金
・
労
働
条
件
の
実
現
」

「
住
民
本
位
の
自
治
体
・
公
務
公

共
職
場
づ
く
り
」
「
組
織
強
化
・

拡
大
の
取
り
組
み
」
を
提
案
し
、

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

討
論
で
は
広
島
市
留
守
家
庭
子

ど
も
会
労
組
か
ら
欠
員
が
解
消
さ

れ
な
い
ま
ま
始
ま
っ
た
有
料
化
に

伴
う
業
務
増
の
問
題
、
広
島
市
児

童
館
労
組
か
ら
は
欠
員
解
消
の
た

め
に
民
間
の
派
遣
を
提
案
さ
れ
て

い
る
問
題
、
保
護
者
や
地
域
へ
の

説
明
の
な
い
ま
ま
の
給
食
セ
ン

タ
ー
化
、
当
局
に
よ
る
外
郭
団
体

の
軽
視
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
を

求
め
た
要
求
・
交
渉
の
成
果
、
組

織
拡
大
に
む
け
て
の
取
り
組
み
や

積
極
的
な
活
動
の
報
告
な
ど
、
７

名
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

私
た
ち
が
取
り
組
む 

今
後
の
課
題
と
は 

 

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の 

解
決
に
向
け
て
・
・
・ 

決
意
新
た
に 

さ
ぁ
、
ガ
ン
バ
ロ
ー
！ 

 

声
を
上
げ
な
け
れ
ば
何
も
変
わ

ら
な
い
、
６
月
末
ま
で
の
増
勢
に

も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
頑
張
り
ま

し
ょ
う
、
と
決
意
を
新
た
に
し
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終
了
し
ま
し

た
。 

中央委員会であいさつする 

    広島自治労連・平松執行委員長 

自治労連 

第45回定期大会 

■８月２７日（日）～29日（火） 

■山口県宇部市内 

■内容 

 1年間の経過報告、運動方針案、 

   予算案、決算  

■8/26（土）には補助組織定期大会（女

性、青年、現業評、非正規公共評、公営

企業）、職種別部会総会を開催します。 

 

mailto:hjrouren@urban.ne.jp
http://urban.ne.jp/home/hjrouren


 

 

ひろしま自治労連                          ２０２３年７月１５日号  

 

６
月

11

日
（
日
）
、

２
０
２
３
広
島
県
母
親
大

会
が
開
催
さ
れ
、
午
前
中

は
、｢

南
区
で
学
ぼ
う
平

和
と
憲
法｣

を
テ
ー
マ
に

の
４
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
一
つ
、
旧
陸
軍
被

服
支
廠
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
は
、
古
田
光
恵
さ
ん
と

藤
川
晴
美
さ
ん
の
案
内
で

二
班
に
分
か
れ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

被
服
支
廠
（
明
治

37

年
設
置
）
は
、
軍
服
や
軍

靴
、
毛
布
な
ど
の
製
造
・

支
給
・
補
修
な
ど
を
す
る

施
設
で
し
た
。
原
爆
投
下

の
際
は
火
災
を
ま
ぬ
が

れ
、
多
く
の
被
爆
者
が
被

服
支
廠
に
避
難
し
ま
し

た
。
被
服
支
廠
を
次
世
代

に
受
け
継
ぎ
、
戦
争
の
惨

禍
を
忘
れ
な
い
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
の
全
体
会

は
、
広
島
市
南
区
民
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
安
田
菜
津
紀
さ

ん
が｢

共
に
生
き
る
と
は

何
か
ー
難
民
の
声
、
家
族

の
歴
史
か
ら
考
え
た
多
様

性
ー｣

を
テ
ー
マ
に
記
念

講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
シ
リ
ア

な
ど
、
世
界
で
は
紛
争
が

続
い
て
お
り
、
人
々
が
住

む
場
所
を
追
わ
れ
る
状
況

が
あ
り
ま
す
。
日
本
に
逃

れ
る
人
も
い
ま
す
が
、
日

本
の
入
国
管
理
法
に
は
、

難
民
認
定
を
受
け
る
人
の

数
が
少
な
い
こ
と
や
、
収

容
の
期
間
が
長
期
に
及
ぶ

場
合
が
あ
る
な
ど
問
題
点

が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。 

 

広
島
県
母
親
大
会
は
、

地
域
や
国
際
社
会
の
中
で

私
た
ち
一
人
一
人
が
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

い
く
の
か
を
考
え
る
貴
重

な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。 

被
服
支
廠
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
「
戦
争
の

惨
禍
を
忘
れ
な
い
こ

と
の
大
切
さ
」 

全
体
会
で
は
、
日
本

の
入
国
管
理
法
の
問

題
点
を
学
ぶ 

 

６
月

18
日
、
第

40
回
保

育
ま
つ
り
が
尾
長
小
学
校

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

保
育
ま
つ
り
は
、
「
あ

そ
ん
で 

た
べ
て 

と
も

だ
ち
つ
く
ろ
う
」
を
合
言

葉
に
、
遊
び
の
文
化
を
継

承
し
て
い
く
、
参
加
者
み

ん
な
で
作
っ
て
い
く
ま
つ

り
で
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
４
年
ぶ

り
の
開
催
で
し
た
が
、
６

０
０
人
を
越
え
る
親
子
や

保
育
園
職
員
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 

感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
以
前
行
っ
て
い
た
調

理
員
に
よ
る
手
づ
く
り

ド
ー
ナ
ツ
や
保
護
者
に
よ

る
焼
き
そ
ば
販
売
な
ど
の

飲
食
コ
ー
ナ
ー
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ス
ラ
イ

ム
、
牛
乳
パ
ッ
ク
人
形
、

シ
ャ
ボ
ン
玉
、
輪
投
げ
、

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど

の
コ
ー
ナ
ー
を
保
育
士
や

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担

当
し
ま
し
た
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
絵

本
の
「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」
に

扮
し
た
保
育
士
が
登
場
し

て
、
各
コ
ー
ナ
ー
の
遊
び

の
紹
介
を
す
る
と
、
子
ど

も
た
ち
の
ワ
ク

ワ
ク
感
が
高
ま

り
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
の
目
が
キ

ラ
キ
ラ
と
輝
く
遊
び
の

コ
ー
ナ
ー
ば
か
り
で
、
親

子
で
一
緒
に
な
り
な
が

ら
、
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
み

ま
し
た
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

２
本
の
長
縄
を
跳
ぶ
「
ダ

ブ
ル
ダ
ッ
チ
」
と
い
う
遊

び

で

は
「
す

ご

い
！
」

「
跳
べ
た
！
」
と
跳
ん
で

い
る
本
人
や
周
囲
か
ら
も

歓
声
が
あ
が
り
、
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
保
護
者
か
ら

は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
我
が
子

を
祭
り
に
連
れ
て
行
っ
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

と
て
も
い
い
経
験
に
な
っ

た
」
「
こ
ん
な
に
楽
し
い

遊
び
を
経
験
で
き
て
よ

か
っ
た
」
「
家
に
帰
っ
て

か
ら
も
作
っ
た
お
も
ち
ゃ

で
遊
ん
だ
」
と
い
う
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
繋

が
っ
て
あ
そ
ぶ
こ
と
が
制

限
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

ま
つ
り
で
は
子
ど
も
同
士

が
つ
な
が
り
、
と
て
も
い

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
み
ん
な
で
つ
く

る
「
保
育
ま
つ
り
」 

子
ど
も
た
ち
の
目
が 

キ
ラ
キ
ラ
輝
く 

第40回保育まつり 

4年ぶり！600人 

を超える親子、 

職員が参加を 

● 単組の定期大会・定期総会を開催しました ● 

６
月

16
日
（
金)

第

27
回
定
期
大
会
を
県
本

部
会
議
室
で
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
で
行
い
、
53
名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

今
回
は
約
３
年
続
い

た
コ
ロ
ナ
禍
が
５
類
移

行
に
よ
り
収
束
し
た
直

後
の
大
会
で
も
あ
り
、

指
定
管
理
制
度
や
定
年

延
長
、
こ
ど
も
療
育
セ

ン
タ
ー
の
移
転
問
題
等

今
ま
で
の
運
動
課
題
に

加
え
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
ず
っ
と
中
止
と

な
っ
て
い
た
親
睦
活
動

に
つ
い
て
も
検
討
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

今
大
会
は
コ
ロ
ナ
禍

を
超
え
市
事
業
団
組
合

活
動
の
新
た
な
ス
タ
ー

ト
の
流
れ
を
感
じ
る
大

会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

６
月
20
日(

火)

、
広

島
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

で
、
第
50
回
定
期
総
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

会
場
に
は
約
70
名
の

組
合
員
が
集
ま
り
、
２

０
２
２
年
度
の
経
過
報

告
や
２
０
２
３
年
度
の

運
動
方
針
に
つ
い
て
の

説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。 

 

福
間
執
行
委
員
長
の

挨
拶
で
は
、
自
身
の
就

職
経
験
や
指
導
員
経
験

を
も
と
に
、
労
働
環
境

の
改
善
を
求
め
て
運
動

を
続
け
る
こ
と
の
大
切

さ
が
語
ら
れ
、
改
め
て

組
合
の
必
要
性
を
再
認

識
す
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。 

 

 

 

６
月
21
日(

水)

、
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
広

島
自
治
労
連
平
松
執
行

委
員
長
を
来
賓
に
迎
え

開
催
し
97
名
が
参
加
。

〈
子
ど
も
た
ち
に
豊
か

な
放
課
後
を 

私
た
ち

に
豊
か
な
職
場
を
〉
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

活

動

報

告
、
運

動

方

針
、
予
算
を
決
定
。
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
有
料

化
に
伴
い
、
多
く
の
課

題
が
あ
り
ま
す
が
、
現

場
の
負
担
軽
減
、
処
遇

改
善
へ
担
当
課
と
協
議

し
問
題
点
を
解
決
し
ま

す
。
留
守
家
庭
労
組

は
今
年

50
周
年
を
迎

え
、
そ
の
歩
み
を
冊

子
に
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

市
社
会
福
祉
事
業
団
労
組 

広
島
市
児
童
館
指
導
員
労
組

留
守
家
庭
子
ど
も
会
労
組 

 6月 23日（金）夕方、第 38回

「網の目平和行進」が行われ、

広島市内4か所から平和公園噴水

前を目指して行進しました。 

 「網の目平和行進」は、毎

年、夏の原水爆禁止世界大会の

成功を目指すスタート行動と位

置付けられ、参加者は核兵器廃

絶を願うプラカードを掲げ、

コールしながら市民にアピール

しました。 

 集結集会では、広島市原水協

の金子秀典筆頭代表理事は、

「核戦争も核兵器もない平和な

地球を、の声を大きく広げよ

う」とあいさつしました。 

 集会最後に参加者250名が「核

兵器禁止条約に署名・批准を」

「核抑止だめじゃろう」とコー

ルし終了しました。 

第
38
回
「
網
の
目 

平
和
行
進
」 

 

被服支廠フィールドワーク参加者 

講演される 

安田菜津紀さん 

安田菜津紀さん 


